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菓氏 も指摘する通 り(3),中国の文学批評には固有のスタイルがあり,それを理解 して
いなければ的を射た批評を展開することはできない｡王国経はその資格 をきちんと備え
ていた｡ したがって,問題は ｢奮い修養｣ではない｡あくまで ｢新 しい観念｣である｡














































































































































































































東 方 学 報
は陳良蓮氏の系統化(】5)についても言えることであり,さらには 『人間詞話』全膿の系統
化を試み,｢未刊稿｣｢制稿｣｢附録｣を含め,その排列を ｢組合｣ した悌雛氏の 『新訂




て,冒頭に ｢境界｣諭を集約 し,次いで個別作品 ･作家論を配置 し,最後に表現 と形式
に関する議論をまとめた64別に精選されたことの意義は,決 して軽 く扱われるべ きでは
ない｡王国経は64別をみずから選び出し,明らかに ｢組論一各論一線論｣の磯想に基づ
いて並べ直 したのである(1㌔ もちろん形式は詞話にはかならない｡ しか し,これはいわ










きに等 し((19),第二の答えが一般的であると思われる (少な くとも王国経が残 したもの
(15)陳良蓮 『中国詩学批評史』(江西人民出版社,1995年)607頁Oその画は蒋永青 『境界之
｢異｣:王国維境界説研究』(中国社倉科畢出版社,2001年)132真に引かれている｡
(咽 『新訂 《人間詞話≫』は ｢通論之部｣と ｢分論之部｣に大別され,前者は詩的本髄論 ･詩
的創作論 ･詩的鑑賞論 ･詩的畿展論,後者は唐以前 ･唐 ･五代 ･北宋 ･南宋 ･元 ･明･











































東 方 学 報
て攻のように言う｡
有我の境界があり,無我の境界がある｡｢涙眼 花に問うも 花語 らず,乱紅








ここで ｢有我の境｣の例として拳げられているのは,凋延巳の ｢鶴踏枝 (庭院深探)｣
と秦観の ｢踏渉行 (霧失模壷)｣であり,｢無我の境｣の例として奉げられているのは,






























｢枯藤 老樹 昏鴫｡小橋 流水 平抄｡古道 西風 痩馬｡夕陽西に下 り,節









｢明月 積雪を照らす｣,｢大江 日夜流る｣,｢中天 明月を懸 く｣,｢黄河 落日
囲し｣といった境界は,千古の壮観と言えよう｡これに類する旬を詞に求めてみる














求之於詞,唯納蘭容若塞上之作,如 ｢長相思｣之 ｢夜深千帳燈｣,｢如夢令｣之 ｢寓帳
胃底人酔,星影格技欲墜｣,差近之｡
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僚｣,杜南の ｢後出塞｣,王経の ｢使至塞上｣のそれであり,これらの詩句が持つ ｢境
界｣に匹敵するものとして納蘭性徳の詞旬を拳げたのである｡したがって,問題とすべ



















































































































































































































































































東 方 学 報
通った表現形式が,概念なのである(46)0






























































































































































と説明し,巌羽 と王土面異が注目したのは ｢空蚕｣,王国経のそれは ｢質葦｣だと述べて
おり,さらに後者は前者 よりも ｢反省思考的詮搾｣に富むと評債する｡この ｢反省｣は
｢異を失って空虚に流れたりしない｣ことを指すと思われるが,もちろんベンヤミンの




(60)巌槍浪 『詩話』謂 :｢盛唐諸公 〔人),唯在興趣O給半柱角,無跡可求｡故其妙庭,透徹
〔徹〕玲靖巨,不可湊拍 〔泊〕｡如空中之音,相中之色,水中之影 〔月〕,鐘中之象,言
有益而意無窮｣｡余謂 :北宋以前之詞,亦復如是｡然槍浪所謂 ｢興趣｣,院草餅謂 ｢神
韻｣,猶不過道其面目,不若郡八竜出 ｢境界｣二字,篤探其本也O




























と述べているが,ここに引かれたニーチェは 『ツアラトゥス トゥラはかく語 りき』の一
節,｢いっさいの書かれたもののうち,わたしはただ,血をもって書かれたもののみを
(62) 中国文明選13『文学論集』290頁 (荒井健解説),朝日新聞社,1972年｡
(63) 高橋和巳言軍注 『王土面異』18頁 (中国詩人選集二集13),岩波書店,1962年.











































































































































































Rq 光緒30年第14期 1-8頁5 78 6
叔本草輿尼采 光緒30年 第17期のタイトルは ｢叔本草
-第16期 1-12真7 .8頁 輿尼采学説之閲繋｣o
徳圃哲学大家叔本華氏 (骨像)質 光緒30年 背像の裏に ｢光緒二十九年八
期は未詳o 月｣と記 した費があるo
徳囲哲学大家汗徳氏 (骨像)質 光緒30年 背像の裏に ｢光緒二十九年八
期は未詳o 月｣と記した筆がある○




東 方 学 報
論哲学家輿美術家之天職 光緒31年第7期 1-4頁
教育小言十二則 光緒32年 (1906)第1期 1- 頁


















書華氏湯生英言軍中庸後 光緒33年第18期1-6頁20 71 3
人間詞乙稿序 光緒33年 署名は ｢契志厚｣だが,王国
第19期1-2頁 経の作 とされるo
※ 『教育世界』は光緒30年 (1904)の第1期 (綿第69線)より王国経が主編となる｡ここでは年ご
とに 『教育叢書』としてまとめられたものから,冒頭に ｢王国維｣と署名のある文章だけを取り上
げて,その期数と真数を記した｡なお 『教育叢書』は京都大学人文科学研究所が所蔵するものを使
用した｡無署名だが,王国経の手になる可能性がある文章については,悌雛校輯 『王国維哲学美学
論文輯侠』(華東師範大草出版社,1993年)に詳しい｡
